
  

参加費無料、参加申し込み不要。 

学生、教員、一般、学内外を問わず、 

どなたでもご自由にご参加下さい。 

主 催：筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター 

http://www.kc.tsukuba.ac.jp/index.html 

お問い合わせ： 

メール kc-office@ml.cc.tsukuba.ac.jp 

電 話 029-859-1524（学内：内線81524） 

講 演 者: Ari Haasio 氏 セイナヨキ応用科学大学(フィンランド) Principal lecturer 

 

第１４１回 知的コミュニティ基盤研究センター研究談話会 

ひきこもる若者の情報行動  
Information behavior among socially withdrawn (hikikomori) youth  

フィンランドにおいて引きこもってしまった若者たちの情報行

動についての研究に関する報告を行う。この研究は個人の情報

情動に社会からのひきこもりがどのように影響を与えるかをよ

り深く理解しようとするもので，フィンランドにおけるオンラ

インのディスカッショングループ（Hikikomoro）を介して収

集されたデータを用いている。446のスレッドから6910の

メッセージが分析され，どのような情報ニーズを有するかを

12のカテゴリーによって分類した。もっとも多いテーマは経

済的な問題であり，健康，社会からの脱落がそれに続いてい

る。定性的な分析の結果，ディスカッショングループにおいて

は新たな情報ニーズはオンラインでの会話が進むにつれて生じ

てくることがわかった。また類似性のある疎外感を共有する経

験が参加者によって書き込まれるメッセージに対する情報の信

頼度を高めることが明らかになった。この研究の結果，疎外感

と生活スタイルは相互に作用しており，また，その両方が情報

探索行動に影響していることが明らかになった。ディスカッ

ショングループは引きこもってしまった若者にとってのバー

チャルな「小さな世界」として機能しているのである。  

 日 時 

  ２０１７年５月２３日(火) 

 １３：３０ － １４：３０ 

 会 場 

  筑波大学 筑波キャンパス 

  春日エリア 情報メディアユニオン 

 ３階 共同研究会議室1 

※本講演は英語で行われます。 


